
開館時間／10：00～18：00（最終日は17：00まで） 
休館日／木曜日　※入場／無料

GALLERY1F

Tel 022-723-0538東北工業大学 一番町ロビー
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）　Fax 022-263-8606　E-mail/lobby@tohtech.ac.jp　http：//www.tohtech.ac.jp/

東北工業大学では、市民の皆さまとのふれあいの場として、一番町にロビーを開設しております。
お気軽にお越しください。（入場無料）
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特別展「いつだって猫展」に関連し、歌川国芳が描いた
猫の浮世絵や、招き猫の土人形、常設展で紹介する
猫を描いた館蔵作品などについてお話しします。

いつだって猫－江戸時代の猫ブーム
5月25日（土）13：30～15：00

江戸時代後期の京都で活躍した絵師、横山華山。当時
その存在は広く知られており、海外でも早くから評価
されていました。しかし、いつしかその名は忘れられ、
現在では知る人ぞ知る絵師となっています。若冲・蕭白
らによる江戸時代の絵画が人気を博す今、初めての
回顧展をきっかけに華山作品の魅力を「再発見」します。

再発見！横山華山
5月11日（土）13：30～15：00

まちなか美術講座（第59回）
5月10日（金）～5月15日（水）

さとうりつこ 曼荼羅原画展 ～Beautiful～
さとう りつこ

曼荼羅（まんだら）は、元々古代サンスクリット語で“円”
“聖なる器”という意味です。ペンと画用紙、スワロフス
キーを使って光輝く曼荼羅を一点一点作成しています。
宇宙の広がりのような不思議な世界をぜひご覧ください。
また、作家在廊日の5/11（土）、12（日）は、曼荼羅塗り絵
体験会（材料費：1000円／所用時間：30分～1時間）を
開催いたします。ぜひお気軽にご参加ください。

5月17日（金）～5月22日（水）

漂流・瓦礫から甦った「動物」「植物」たち：漂流物アート（IWANUMA COAST AREA）
吉村 東（デザイン工房・東夢ランド代表）

昨年に引き続いた、岩沼市海岸沿いの漂流物・瓦礫を
活用したアート展です。震災後の災害地が今、ヒツジさん
のいるコミュニティー公園・広場として憩いの場となって
います。今回は、「動物」と「植物」に焦点をあてて制作して
みました。全て、漂流物・瓦礫の素材を活かし組み合わせた
作品で、それらの「発想の美」をぜひご覧ください。

5月24日（金）～5月29日（水）

絹に描く日本画と書展
三浦 赳夫・晶子

退職後20年、現代日本画の技法にとらわれず、日本古来の
技法と材料を取り入れて描いた絹、羽二重の作品と、
かな書を展示します。

5月31日（金）～6月5日（水）

漫画研究会 ロビー展
東北工業大学 漫画研究会

私たち、漫画研究会の活動で制作したオリジナル漫画・
イラストを展示します。個性溢れる作品やこれから成長
していく作品など、部員たちが持つさまざまなストーリーを
感じていただければと思います。部員一同、皆さまのご来館
をお待ちしております。

5月3日（金）～5月8日（水）

特 別 休 館

地　域

中小企業、特に小規模事業者は、地域にとって重要な存在感を示しています。小規模事業者の
存在感の高さを確認した上で、会計（学）からの支援のあり方について、考えてみたいと思います。
特に、小規模事業者数の減少が地域に与える影響を認識し、事業承継支援について、会計からの
サポートの可能性を検討します。

5月31日（金）18：00～19：30

会計による中小企業支援
成川 正晃（東北工業大学 経営コミュニケーション学科 教授）

2F ホールイベントのご案内
入場／無料（ご予約は不要です）  定員／120名

2F ホール利用のご案内
利用時間／10：00～19：00　　休館日／日曜日・祝日・木曜日

市民公開講座 サンモール一番町商店街振興組合の協賛で行っております。
まちなか美術講座 宮城県美術館の学芸員が美術作品の魅力についてお話しします。
まちなか博物館講座 仙台市博物館の学芸員が歴史、美術、文化などの魅力についてお話しします。

HALL2F


